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講義名 教養総合（ヒトを考える）

教養総合科目区分

南木　睦彦／伊藤　淳担当教員

2単位数

後期 月曜日 １時限開講期・曜日・時限
2018年度 人間社会学部 人間健康学科／2018年度 人間社会学部 観光学科／2018年度 人間社会学部 人間社会学
科／
2018年度 経済学部 経済情報学科／2018年度 経済学部 経済学科／2018年度 商学部 マーケティング学科／
2018年度 商学部 経営学科／2017年度 人間社会学部 人間健康学科／2017年度 人間社会学部 観光学科／
2017年度 人間社会学部 人間社会学科／2017年度 経済学部 経済情報学科／2017年度 経済学部 経済学科／

主題と概要
　　ヒトを進化と発育と言う二つの側面から総合的に見ることを目的とし、伊藤淳と南木睦彦の二人で担当する。南
木担当部分（1回～8回を予定）では、生物としての人という側面から人とは何かをという問題を考える。ヒトの進化
や分布拡大の道筋と環境の変化との関係を考える。チンパンジーやゴリラなどの類人猿の社会、行動、身体構造と比
較して、ヒトの生物としての特異性を考える。また、性差の生物学的側面と文化的側面を考える。さらに、様々な能
力が遺伝によるものか環境によるものかを考える。伊藤担当部分(9回～15回を予定)では、「身体の発育」という側面
から成長期における各体組織の発育の特徴を理解し、各成長段階に即した身体活動について考える。また、様々なス
ポーツ種目のスキル上達過程について講義を進める予定である。これらを通して、ヒトが生物としての枠組みを持ち
つつ、一方では可塑的存在であることを学ぶ。

到達目標
この科目を通じてヒトに関する多面的な理解を深め、自分自身の言葉でヒトに関する理解を説明できるようになるこ
とが目標である。

提出課題
２名の教員それぞれが授業中に「試験」を実施する。すなわち、２回の「試験」がある。「試験」の内容や学習の方
策については授業中に指示する。

履修にあたっての注意・助言他

「試験」は各35点×2回、平常点（発言などによる授業への貢献、出席、小レポート課題など）30点、以上の合計で
100点満点とする。

評価の基準

２回の「試験」はどちらも受験すること。どちらかを受験しないと合格が極めて難しい。
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プリント資料及び参考文献
授業中に随時配布する

1．ヒトの起源
2．類人猿とヒトの身体と社会
3．様々な生物における性差
4．性の戦略：ヒトの性差と社会
5．生物学的性差と文化的・社会的性差
6．各種の能力は遺伝と環境のどちらできまるのか
7．共感する能力の起源
8．南木担当分試験
9．身体動作に必要な身体の機能
10．発育段階の特徴、栄養と摂取エネルギー
11．競技成績からみる、ヒトの進化
12．スキル上達過程
13．タイプ分け診断とコミュニケーション方法
14．ライフスキル
15．伊藤担当部分試験

授業計画

備考

予習・復習

配布資料に自分自身のメモ等を記入したり、ノートを作成し授業内容を整理してください。
授業直後にその日の学修内容を整理し、次の授業開始直前に、前回の授業内容をふり返っておくとよいでしょう。この作
業には平均的な学生で1回の授業に対して30分程度を充てることになります。

南木と伊藤の試験対策のために、平均的な学生でそれぞれ半日から1日程度の学習が必要になります。


